
ジニトロクロルベンゼンの分解度試験成績報告書
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　　　　　　　　　　　NDエ

　胸鰭
　3ノ　試験装置

　　　　　酸素消費量自動測定機

　32　酸素消費量測定

　　　　　3ノの記録による

　33　生分解試験後の直接定量法

　　　色）　使用分析機器

　　　　　　紫外可視自記分光光度計

　　　　　　ガスクロマト：グラフ　検出器FID

　　　　　　　　　（以下余白次頁に続く）



（b）分析試料の前処理

　　　　　』　’．液1

　　　　　　　　←クロロホルム

　　　　　　　　　・抽出‘振とう　／∫分間）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　■　　　　　　　　　　　クロロホルム層

　　　　　　　　　　　　　　・ノ00弼竈容

　　　　　　・ノ認分取　　　　　　　　　　・5認分取

　　　　　●・Z∫倍希釈　　　　　　　　←内標準（糊口噌レ）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3000ppn　／励8

健盤蠣劃　　　1三座型
（c）　分析条件

　　　紫外可視自記分光光度計（吸光光度計）

　　　　波長2¢0ロm～370τ皿1
　　　　スリット幅　　　　　“nm

　　　　使用セル　　石英セルノ0㈲×／0櫨

　　　ガスクロマトグラ7（αC）検出器

　　　　キャリアガス　　N2

　　　　充てん剤　クロモソルブW：PE（｝一40M／0％

　　　　ガラスカラム　　2剛φ×2糀

　　　　カラム温度　　80～／学ひC　昇温条件　5℃／凶

　　　　　　　　　（以下余白次頁に続く）
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後　試験結果

3

　酸素消費量による結果

　吸光光度計による結果

　　G　　C

そ　の　他

　操作上、特に問題となる点は丘かつた。

分解度（％） 付 図 付 衷
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以 上




